
主催 ： 富士宮市教育委員会

後援 ： 静岡県考古学会
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『史跡
令和３年度　富士宮市
埋蔵文化財シンポジウム事業

鹿窪遺跡
歴史と環境』

３月２６日 ( 土 )

令和４年

オンライン開催 （Zoom）　定員 90 名

参加費無料

10 ： 00 ～ 16 ： 00

静岡県考古学会 　富士宮市教育委員会
後援：富士市・富士市教育委員会

2020 年静岡県考古学会
              シンポジウム

　縄文時代草創期の
　　　　　　　　初期定住とその環境
　　　　　　—富士山麓からの視点—

お問い合わせ　

富士宮市教育委員会事務局教育部文化課　埋蔵文化財センター 

富士宮市長貫 747-1　　tel ： 0544-65-5151

３月２７日 ( 日 )

令和４年

参加費無料（別途資料代）

10 ： 00 ～ 16 ： 30
基調報告
　『大鹿窪遺跡８号竪穴状遺構の比較考古学的検討

　　ー北東アジアの土器出現期の視点からー』

　　橋詰 潤 （新潟県立歴史博物館）

　『神津島産黒曜石製両面体石器の運用とその社会的背景』

　　池谷信之 （帝京大学文化財研究所）

　『縄文時代草創期土器の成立と展開

　　－大鹿窪遺跡出土の押圧縄文土器を中心としてー』

　　深澤麻衣 （富士宮市教育委員会）

　『大鹿窪遺跡出土の縄文草創期土器の検討

　　ー西日本出土資料との比較を中心にー』

　　村上 昇 （豊橋市教育委員会）

  『大鹿窪遺跡の集落形成とその評価』

　 藤山龍造（明治大学）

【討論】 15 ： 00 ～ 16 ： 20
コーディネーター ： 池谷信之 （帝京大学文化財研究所）

基調講演

　『縄紋時代の草創期の年代・環境変動と定住化の評価』

　　小林謙一（中央大学）

申込み方法

オンライン開催 （Zoom）　定員 90 名

事前に電子申請が必要です。

１　受付期間：令和４年２月 14 日（月）午前 8時 30 分から

　　　　　　　令和４年３月 11 日（金）正午まで

２　申込先

パ　ソ　コ　ン：https://www.shinsei.elg-front.jp/shizuoka2/uketsuke/dform.do?acs=ooshikakubosymposium

スマートフォン ：https://www.shinsei.elg-front.jp/shizuoka2/uketsuke/sform.do?acs=ooshikakubosymposium

２日間とも参加を希望される方はお手数おかけしますが、両方の日程について申請をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２回入力することになります。） 

３　発表資料について

　１日目の資料については、事前にお取り寄せをお願いします。冊子は無料ですが送料のご負担をお願いします。

　２日目の資料については、お持ちでない方は事前にご購入ください。会員価格 1,000 円、非会員 1,300 円。

　※資料のお取り寄せまたは購入については、問い合わせ先（富士宮市埋蔵文化財センター）までご連絡下さい。

電子申請フォーム

基調講演

『史跡大鹿窪遺跡の年代と定住生活について』

 小林謙一 （中央大学文学部教授）

『富士宮周辺の地形 ・ 地質の成り立ちと大鹿窪遺跡』

 小山真人 （静岡大学地域創造学環教授）

基調報告　

『地域から見た大鹿窪遺跡』

 片山康嗣 （柚野の里まつり実行委員会事務局長）

『史跡大鹿窪遺跡の発掘調査成果と整備について』

 深澤麻衣 （富士宮市教育委員会）

コメンテーター　

橋詰　潤 （新潟県立歴史博物館）

コーディネーター　　

渡井英誉 （静岡市）


